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ルワンダ国Ntebeコミュニティにおける丘陵地
帯の土壌侵食と湿地帯の洪水を防ぎ、住民の水へ
のアクセスを向上させる総合的雨水集水モデル

絶滅寸前ザゼンソウとその環境の保全活動

雨水集水槽（150m³）
の建設 1 基

水路（800m）の建設 1 路線

今年度計画の達成度 95 ％

目標達成度 70 ％
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活動内容と成果
● 丘陵地に暮らすNtebeコミュニティの住民を対象
に雨水集水モデルを活用した給水システムを建設
● 昨年度設立されたコミュニティの水管理委員会に
対して運営・維持管理にかかる研修を実施
● 雨水集水槽（容量150m³）1基、雨水集水槽へ流し
込む水路（全長800m）を建設

活動内容と成果
●1年目、小代地区のザゼンソウ保全面積は予定地域
の64％
●2年目は調査株数200株を数え、保全面積ものり面
以外をほぼ行い予定地域の90％保全した。また、
この年は株分けも予定どおり行い、総面積の20％
をカバー。ザゼンソウ湿地見学ブッシュクラフ
ト・エコツアーでは40人が参加した。地域のガイ
ドクラブ、営農組合等も保全の連携ができた
●3年目、ボランティア登録システム「おじろザゼン
ソウ・ファン・クラブ」をスタートさせるべく、会
合、啓発活動、講習会等で全体像がみえた

課　題
ルワンダの国土の多くは丘陵地であり、耕作地の60％
以上は斜面上に位置し、その多くは農耕を推奨される
範囲を超え、深刻な土壌侵食とともに、低い農業生産性
に陥っている。

目　標
住民の水へのアクセスを向上させることに焦点を置き、
雨水集水モデルを活用した水利用のメリットとの相乗
効果により、豪雨による土壌侵食と洪水の災害を抑制
する。

課　題
ザゼンソウの保全では温暖化による水源確保のため
の作業と、春先の害獣による食害を防ぐための手立
てがいかに計画どおりにこなせるか。

目　標
害獣対策の徹底を行い、株分けを実施し、総面積の
120％への拡大を目指す。それに伴い登録ボランティ
ア30人を目標とする。
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■苦労した点
新型コロナウイルスの流行により、
ルワンダ国内の移動が制限され、集
会開催が制限された。加えて、建設
資材価格が高騰した。

■工夫した点
助成活動地域への移動許可を警察か
ら取得し、研修は屋外開催とした。
建設資材購入のため、団体自己資金
を投入した。

■苦労した点
参加ボランティアの確保と継続参加
を理解していただくことと新規募集
が本年新型コロナウイルス禍で思う
ようにできなかった。

■工夫した点
保全啓発と但馬のザゼンソウ認知が
写真展を開催することで年代関係な
く行えたことはファンクラブへの足
掛かりにもなった。

建設された雨水集水モデルを活用した給水システムを運用し、その有効性をコ
ミュニティで確認する。同システムの運用を続けていきながら、課題を抽出し、対
策を実施することで、同システムの利用を広げていく計画である。

作業は野外作業なので、今後の継続には保険加入や作業内容別の割り振り、また啓
蒙活動の一環の写真展などを本年度はドローン映像を交えるなど、明確で参加し
やすい継続事業とし提示、実行していく。
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屋外で実施された運営・維持管理の座学研修屋外で実施された運営・維持管理の座学研修

ザゼンソウの株分け後の株数確認作業ザゼンソウの株分け後の株数確認作業

建 設 さ れ た 雨 水 集 水 槽（ 貯 水 量建 設 さ れ た 雨 水 集 水 槽（ 貯 水 量
150m³）150m³）

保全作業の安全確認とスケジュー保全作業の安全確認とスケジュー
ルの打合せルの打合せ

ザゼンソウ株数調査 200 株
ザゼンソウ・ツアー
参加者 40 人

今年度計画の達成度 50 ％

目標達成度 65 ％


